
 
 毎朝、入学したばかりの１年生の朝の支度を手伝う６年生たちの姿がありました。６年生

は１年生を昇降口から連れていくだけでなく、朝の支度の手伝いをしたり、優しく声をかけ

たり、笑顔で励ましたりする様子が見られました。６年生のサポートにより、１年生の動き

は見違えるようになり、お世話をすることを通して、最高学年としての責任感やコミュニケ

ーションをとることの楽しさに気が付くことができました。 

 

 調子実習ではスクランブルエッグに挑戦しました。各班計画を立てて、自分の役割に真剣に

取り組み、チームとして協力することができました。調理中も確認したり、助け合ったりする

様子も見ることができました。家庭の味との違いに気が付き驚く様子や、自分たちの作ったス

クランブルエッグを味わう様子から、真剣に頑張ったのが伝わって来ました。またおうちでも

挑戦してみてくださいね。 

 


